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１
月
４
日(

日)

、
２
０
０
９
年
み
な
べ
町
成
人
式

が
紀
州
南
部
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
新
成
人
は
、
昭
和
63
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
元
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
男

性
86
人
、
女
性
１
０
２
人
、
計
１
８
８
人
で
す
。

(

住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
方
の
ほ
か
、

町
内
の
小
・
中
学
校
、
高
校
を
卒
業
後
、
転
出
し
た

方
、
印
南
町
・
橋
ヶ
谷
の
方
な
ど
も
含
み
ま
す)

　
そ
の
う
ち
成
人
式
に
出
席
さ
れ
た
の
は
男
性
66

人
、
女
性
84
人
、
計
１
５
０
人
で
し
た
。

　
成
人
式
は
、
今
年
も
式
典
＆
集
い
形
式
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
式
典
で
は
、
小
谷
芳
正
町
長
が
「
皆
さ

ん
は
こ
れ
ま
で
周
り
の
方
々
に
守
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
は
皆
さ
ん
が
周
り
の
方
々
を
守
っ

て
あ
げ
る
立
場
に
な
り
ま
す
。
自
分
の
行
動
に
責

任
を
持
っ
て
立
派
な
社
会
人
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
応
援
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
応
え
、
新

成
人
の
有
志
５
人
で
つ
く
っ
た
成
人
式
実
行
委
員

会
の
田
中
悠
太
委
員
長(

滝)

が
「
私
た
ち
は
、
今
日

ま
で
の
び
の
び
と
育
て
て
い
た
だ
い
た
こ
の
み
な

べ
の
郷
を
守
り
続
け
て
い
く
こ
と
を
忘
れ
ま
せ
ん
。

そ
し
て
責
任
あ
る
行
動
の
と
れ
る
大
人
と
な
る
た

め
努
力
し
て
い
き
ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
後
半
は
、
実
行
委
員
会
が
昨
年
末
か
ら
企
画
を

練
っ
て
き
た
集
い
が
行
わ
れ
、
新
成
人
た
ち
は
旧

交
を
温
め
合
い
な
が
ら
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

新
成
人
を
祝
っ
て

「だれがカラシ入りのサンドウィッチを食べたかな？」

「絶対２番や！」

(

飲
み
物
は
ノ
ン
ア
ル

コ
ー
ル
の
シ
ャ
ン
パ
ン)

「
私
た
ち
の
故
郷
、
み

な
べ
を
守
り
続
け
て

い
き
ま
す
」
と
謝
辞

を
述
べ
る
田
中
悠
太

実
行
委
員
長

「立派な社会人になってください」と
祝辞を述べる小谷町長

▲

「
み
ん
な
が
ん
ば
っ
て
」、

中
学
校
時
代
の
恩
師
５
人

も
お
祝
い
に
来
て
く
れ
ま

し
た

▼「リーチまできてるのに～」

「ビンゴです。何が当
たるかはお楽しみ」

「
み
ん
な
、今
日
は
楽
し
か
っ
た
で

す
か
？
」。集
い
を
見
事
に
企
画
運

営
し
て
く
れ
た
成
人
式
実
行
委
員

会
の
皆
さ
ん
で
す

「さあ次の数字は？」▲



▼
第
１
分
団
＝
湯
川
元(

堺)

、

宮
﨑
達
人(

芝
崎)

、
▼
第
２
分
団

＝
畑
野
宏
文(

片
町)

、
▼
第
３

分
団
＝
石
本
政
史(

千
鹿
浦)

、

▼
第
４
分
団
＝
石
橋
秀
章(

東
岩

代)

、
石
橋
弘
至(

同)

、
▼
第
５

分
団
＝
井
出
進
一(

筋)

、
古
川

卓
也(

同)

、
吉
本
貴
洋(

晩
稲)

、

清
水
万
洋(

同)

、
▼
第
６
分
団
＝

植
野
篤(

東
本
庄)

、
▼
第
７
分
団

＝
中
家
誠(

熊
瀬
川)

、
畑
中
和

良(

土
井)

、
▼
第
８
分
団
＝
柳
生

将
之(

清
川)

、
前
芝
裕
二(

同)

　
　
　
　
　
　
　
　 

〈
敬
称
略
〉

長
＝
石
橋
幹
男(

東
岩

代)

、
▼
第
８
分
団
副

分
団
長
＝
柳
生
伸
次

(

清
川)

、
▼
第
３
分
団

＝
西
川
幸
二(

千
鹿

浦)

、
▼
第
４
分
団
＝

堂
前
勝(

東
岩
代)

、
▼

第
５
分
団
＝
山
本
康

雄(

晩
稲)

、
吉
本
啓
次

(

同)

、
小
山
哲
也

(

筋)

、
▼
第
６
分
団
＝

林
尚
和(

東
本
庄)

、
九

谷
素
男(

同)

、
▼
第
７

分
団
＝
中
村
勇(

土

井)

、
廣
野
豊(

熊
瀬

川)

、
▼
第
８
分
団
＝
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１
月
７
日(
水)

、
消
防
団
員
２

６
２
人
、
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
員

84
人
が
参
加
し
て
、
平
成
21
年
み

な
べ
町
消
防
団
出
初
め
式
が
町

民
広
場(

気
佐
藤)

で
行
わ
れ
ま

し
た
。
式
の
初
め
、
婦
人
防
火
ク

ラ
ブ
員
が
初
め
て
、
消
防
団
員

に
続
い
て
分
列
行
進
に
参
加
し

花
を
添
え
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
硲
幸
男
団
長(

清

団
と
日
高
広
域
消
防
南
部
出
張

所
に
よ
る
放
水
訓
練
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

■●
県
消
防
協
会
日
高
郡
支
部
長

表
彰(
10
年
勤
続
表
彰)

▼
第
３
分
団
＝
室
井
勝
之(

東
吉

田)

、
▼
第
５
分
団
＝
鎌
塚
善
人

(

谷
口)

、
▼
第
７
分
団
＝
舩
山
英

雄(

東
神
野
川)
、
鎌
倉
勇(

同)

●
県
消
防
協
会
総
裁
表
彰(
20
年

前
芝
広
志(

清
川)

■●
県
消
防
協
会
長
表
彰(

40
年
勤

続
章)

▼
団
長
＝
硲
幸
男(

清
川)

●
日
本
消
防
協
会
長
表
彰(

30
年

勤
続
章)

▼
副
団
長
＝
西
村
弘
次(

北
道)

、

▼
第
２
分
団
第
３
班
長
＝
湯
川

明
広(

芝)

●
消
防
庁
長
官
表
彰(

永
年
勤
続

功
労
章)

▼
副
団
長
＝
荒
堀
和
雄(

山
内)

、

▼
第
１
分
団
分
団
長
＝
藤
川
忠

男(

埴
田)

▼
第
６
分
団
＝
池
添

美
久
仁(

西
本
庄)

、

大
野
建
一(

同)

、
井

上
浩
一(

同)

、
池
添

佳
宏(

同)

、
西
川
昌

宏(

同)

、
久
保
孝
一

(
同)
、
岡
本
泰
昌

(

同)
、
▼
第
８
分
団

＝
田
中
守(
清
川)

■

(
役
職

な
ど
は
退
団
時)

●
県
消
防
協
会
総
裁
感

謝
状
・
町
長
感
謝
状

▼
第
４
分
団
副
分
団

須賀橋付近河川敷で行われた放水訓練

婦人防火クラブ員の皆さんが初めて分列行進に
参加しました(左の檀上は小谷町長)

硲団長

川)

が
「
昨
年

は
大
き
な
災

害
も
起
こ
ら

ず
大
過
な
く

過
ぎ
て
良
か
っ
た
。
今
年
も
地
域

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
安
全
で
安

心
な
ま
ち
を
守
っ
て
い
く
た
め

に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
」
と
訓
示

し
ま
し
た
。
ま
た
、
小
谷
町
長
も

「
町
民
の
暮
ら
し
を
守
る
、
皆
さ

ん
の
日
ご
ろ
の
ご
努
力
に
感
謝

し
ま
す
。
今
年
も
皆
さ
ん
の
ご
活

躍
に
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。
続
い
て
、
表
彰

式
、
新
入
団
員
の
紹
介
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
式
終
了
後
は
、
西
本
庄
、
須
賀

橋
付
近
河
川
敷
に
移
動
し
、
全
分

勤
続
表
彰)

▼
第
６
分
団
分
団
長
＝
永
井
幸

喜(

東
本
庄)

、
同
副
分
団
長
＝

谷
本
隆
夫(

西
本
庄)

、
▼
第
３

分
団
副
分
団
長
＝
川
畑
正
三(

千

鹿
浦)

、
▼
第
３
分
団
第
１
班
長

＝
中
西
基
博(

山
内)

、
▼
第
４

分
団
第
１
班
長
＝
三
尾
正
明(

東

岩
代)

、
▼
第
６
分
団
第
２
班
長

＝
吉
本
雅
彦(

西
本
庄)

、
▼
第
１

分
団
＝
酒
井
泰
司(

堺)

、
田
中

健(

芝
崎)

、
▼
第
２
分
団
＝
堅
田

一
夫(

北
道)

、
渡
口
豊(

片
町)

、
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芝
崎
区
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
り
、

長
く
芝
崎
区
民
を
は
じ
め
多
く

の
町
民
に
親
し
ま
れ
利
用
さ
れ

て
き
た
住
民
会
館
が
、
そ
の
役

割
を
終
え
、
３
月
末
ま
で
に
解

体
撤
去
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
昭
和
47(

１
９

７
３)

年
５
月
22
日
に
開
館
以
来

36
年
間
、
住
民
会
館
が
こ
れ
ま

で
果
た
し
て
き
た
役
割
な
ど
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
住
民
会
館
は
、
芝
崎
区
民
の

と
し
て
就
任
し
た
故
・
中
川
長
三

郎
氏
が
同
和
教
育
の
推
進
に
力

を
尽
く
し
た
こ
と
も
大
き
か
っ

た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
大
会
議
室
の
ほ
か
、
図
書
室
、

老
人
室
、
青
年
室
、
子
ど
も
会
用

教
室
な
ど
が
あ
り
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

(

夜
間
照
明
付)

も
併
設
さ
れ
た

住
民
会
館
に
は
、
大
勢
の
人
々
が

集
ま
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
に
も

利
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
中
で
も
地
区
内
の
小
中
学
生

強
い
要
望
に
よ
り
、
同

和
対
策
事
業
の
一
環
で

あ
る
「
隣
保
館
」
と
し

て
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

当
時
、
隣
保
館
は
全
国

各
地
に
多
く
建
て
ら
れ

ま
し
た
が
、
旧
南
部
町

で
は
芝
崎
区
民
だ
け
で

な
く
広
く
全
町
民
に
利

用
し
て
も
ら
い
た
い
と

い
う
思
い
を
込
め
て
、

そ
の
名
称
を
「
住
民
会

館
」
と
し
ま
し
た
。

　
以
後
、
住
民
会
館
は
、

同
和
問
題
解
決
の
拠
点

と
し
て
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
に
は
、
初
代
館
長

に
よ
る
子
ど
も
会
活
動
が
活
発

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
四
季
折
々
の

楽
し
い
行
事
の
場
と
し
て
、
少
年

野
球
や
キ
ッ
ク
ボ
ー
ル
の
練
習
、

試
合
の
場
と
し
て
、
ま
た
補
充
学

習
の
場
と
し
て
、
住
民
会
館
は
子

ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
に
大
き

な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

　　
平
成
３
年
３
月
に
「
同
和
対
策

事
業
を
終
結
す
る
町
民
集
会
」

が
、
ま
た
平
成
８
年
３
月
に
「
同

和
教
育
子
ど
も
会
」
を
終
結
す
る

集
会
が
開
か
れ
た
こ
と
を
契
機

に
、
住
民
会
館
の
役
割
は
大
き
く

変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
こ
れ
は

同
和
問
題
解
決
の
拠
点
と
い
う

当
初
の
役
割
が
終
わ
り
つ
つ
あ

る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
そ
の
後
、
合
併
前
に
は
南
部
町

南
部
川
村
合
併
協
議
会
事
務
局

と
し
て
、
ま
た
、
メ
ン
タ
ル
フ
レ

ン
ド
や
青
少
年
セ
ン
タ
ー
な
ど

青
少
年
健
全
育
成
の
施
設
と
し

て
も
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
住
民
会
館
が
解
体
撤
去

さ
れ
た
後
の
土
地
は
、
４
階
建
て

町
営
住
宅
の
建
替
用
地
と
し
て

活
用
さ
れ
ま
す
。

　
１
月
18
日(

日)

、
第
４
回
み
な

べ
町
婦
人
大
会
・
住
民
環
境
課
特

別
講
座「
一
緒
に
考
え
よ
う
私
た

ち
の
ゴ
ミ
問
題
」
で
、
婦
人
の
皆

さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
主
な
質
問

や
要
望
と
、回
答
の
要
旨
を
紹
介

し
ま
す
。

▼
燃
や
し
た
ゴ
ミ
の
最
終(

灰
な

ど)

処
分
方
法
は
？

　
焼
却
灰
の
処
理
は
三
重
県
の
業

者
に
委
託
し
て
い
る
。年
間
約
３

０
０
㌧
、
費
用
は
約
１
千
万
円
。

平
成
22
年
度
中
に
自
前
の
再
生
処

分
場
で
処
理
を
開
始
す
る
予
定
。

▼
焼
却
場
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
発

生
状
況
は
？
そ
の
公
表
は
？

　
発
生
状
況
は
国
の
基
準
よ
り
か

な
り
低
い
。特
に
公
表
し
て
い
な

い
が
国
、県
と
町
議
会
へ
報
告
し

て
い
る
。

▼
ゴ
ミ
出
し
の
仕
方
に
つ
い
て
再

度
お
年
寄
り
を
は
じ
め
町
民
全
体

に
指
導
し
て
ほ
し
い
。

　
お
年
寄
り
は
、連
絡
を
も
ら
え

れ
ば
指
導
に
行
っ
て
い
る
。
全
町

的
に
は
広
報
紙
な
ど
で
呼
び
か
け

て
い
き
た
い
。出
前
講
座
も
気
軽

に
利
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
。

▼
名
前
の
書
い
て
い
な
い
ゴ
ミ
袋

や
、
資
源
ゴ
ミ
の
袋
な
の
に
「
燃

や
す
ご
み
」と
書
き
換
え
た
の
が

出
さ
れ
、収
集
さ
れ
て
い
る
の
を

見
か
け
る
が
、
よ
い
の
か
。

　
名
前
・
住
所
は
ち
ゃ
ん
と
書
い

て
い
た
だ
き
た
い
。書
き
換
え
ら

れ
た
袋
は
収
集
し
な
い
。
そ
う

い
っ
た
場
合
は
収
集
業
者
に
指
導

を
し
て
い
く
。

▼
袋
に
警
告
シ
ー
ル
を
付
け
ら
れ

る
こ
と
が
あ
る
。何
が
悪
い
か
分

か
り
や
す
く
し
て
ほ
し
い
。

　
今
後
警
告
シ
ー
ル
を
作
成
時
に

分
か
り
や
す
い
も
の
に
改
善
す
る

べ
く
検
討
す
る
。

▼
汚
い
プ
ラ
ン
タ
ー
な
ど
出
し
方

が
分
か
ら
な
い
も
の
は
ど
う
し
た

ら
よ
い
の
か
。

　
な
る
べ
く
ル
ー
ル
に
従
っ
て
分

別
を
お
願
い
し
た
い
。分
か
り
に

く
い
と
き
は
住
民
環
境
課(

℡

72-

２
１
６
１)

へ
気
軽
に
問
い

合
わ
せ
て
ほ
し
い
。

▼
町
発
行
の
ご
み
辞
典
を
作
り
直

し
て
ほ
し
い
。

　
予
算
の
伴
う
こ
と
で
あ
る
が
今

後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

▼
街
路
樹
の
落
ち
葉
な
ど
を
入
れ

る
袋
を
定
期
的
に
配
布
し
て
ほ
し

い
。

　
区
長
さ
ん
や
代
表
者
を
通
じ
て

申
し
込
ん
で
も
ら
え
れ
ば
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
袋
を
お
渡
し
し
て
い
る
。
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昨
年
12
月
13
日(

土)

、「
第
５
回
地
域
ふ
れ
あ
い
講
座
」(

町
教
育

委
員
会
主
催)

が
ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
南
部
中
学
校
、

上
南
部
中
学
校
、南
部
高
校
の
生
徒
が
日
ご
ろ
の
学
習
の
成
果
を

発
表
し
ま
し
た
。(

今
回
、高
城
中
学
校
と
清
川
中
学
校
は
都
合
に

よ
り
不
参
加)

　
会
場
に
は
地
域
の
皆
さ
ん
が
来
場
し
、
各
校
の

代
表
の
生
徒
た
ち
の
発
表
に
聴
き
入
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
の
要
旨
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。(

敬
称
略)

１年

↑

羽柿健大　濵﨑勇巳　玉置将人

　
日
本
人
の
平
均
寿
命
は
82
・

３
歳
で
、
世
界
１
位
で
す
。
ぼ
く

た
ち
は
「
日
本
人
は
な
ぜ
長
生

き
な
の
か
」
に
つ
い
て
調
べ
ま

し
た
。
世
界
の
国
々
の
要
因
を

比
較
す
る
こ
と
は
難
し
い
の
で

明
確
な
答
え
は
出
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
が
、
次
の
よ

う
な
要
因
が
推
測

さ
れ
ま
す
。

▼
ま
ず
乳
幼
児
の

死
亡
率
の
低
さ
は

世
界
一
と
い
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
国
民
皆
保

険
制
度
が
あ
り
、

高
齢
者
の
医
療
制

度
が
比
較
的
整
備

さ
れ
て
い
る
こ
と

な
ど
が
、
病
気
の

早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

▼
高
齢
に
な
っ
て
も
勤
労
意
欲

が
高
く
、
働
い
て
社
会
参
加
し
て

い
る
こ
と
が
長
寿
に
つ
な
が
っ

て
い
る
と
い
う
研
究
結
果
も
出

さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
諸
外
国
に
比
べ
学
校
教
育
が

充
実
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
教
育

に
よ
っ
て
国
民
全
体
の
健
康
に

関
す
る
知
識
や
関
心
が
高
く

な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

▼
米
や
魚
、
大
豆
製
品
を
多
く
食

べ
、
緑
茶
を
好
む
な
ど
独
特
の
食

生
活
が
動
脈
硬
化
や
ガ
ン
な
ど

を
防
い
で
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
毎
日
入
浴
し
、
身
の
回
り
を

清
潔
に
保
っ
て
い
る
こ
と
が
感

染
症
の
予
防
に
つ
な
が
っ
て
い

る
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

①
ス
ト
レ
ス
を
溜
め
な
い(

ス
ト

レ
ス
は
脳
に
悪
い
影
響
を
与
え

る)
、
②
規
則
正
し
い
生
活
を
す

る(
生
活
の
リ
ズ
ム
が
悪
い
と
体

に
良
く
な
い)
、
③
適
度
な
運
動

を
す
る(

脳
が
活
性
化
し
体
に
も

良
い)

、
④
友
人
を
た
く
さ
ん
つ

く
る(

毎
日
が
楽
し
く
な
る)

、

⑤
自
分
は
元
気
だ
と
思
う(
思
う

こ
と
で
本
当
に
元
気
に
な
る)
、

⑥
過
去
を
後
悔
し
な
い(

ス
ト
レ

ス
が
溜
ま
る
か
ら)

、
⑦
未
来
に

希
望
を
も
つ(

未
来
が
楽
し
み
に

な
り
脳
が
活
性
化
す
る)

　
以
上
の
よ
う
に
脳
を
活
性
化

す
る
、
ス
ト
レ
ス
を
溜
め
な
い
、

が
長
生
き
へ
の
近
道
だ
と
思
い

ま
す
。
で
も
、
ス
ト
レ
ス
を
溜
め

な
い
こ
と
は
簡
単
そ
う
で
難
し

く
、
知
ら
な
い
う
ち
に
溜
ま
っ
て

い
き
ま
す
。
皆
さ
ん
、
気
を
つ
け

て
く
だ
さ
い
。

▽
ス
ト
レ
ス
が
自
分
の
人
生
を

左
右
す
る
な
ん
て
思
い
も
し
な

か
っ
た
、
▽
日
本
だ
け
で
な
く
他

の
国
の
人
も
長
生
き
し
て
長
寿

世
界
に
な
れ
ば
い
い
、
▽
健
康
で

元
気
に
長
生
き
す
る
こ
と
が
大

切
、
お
い
し
い
日
本
食
を
食
べ
て

し
っ
か
り
長
生
き
し
た
い
。

３
年

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

松
本
未
来

　
誰
し
も
一
度
は
他
人
の
悪
口

ま
す
。
言
葉
に
よ
る
肉
体
的

ダ
メ
ー
ジ
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

心
は
少
な
か
ら
ず
傷
つ
く
は

ず
で
す
。

　
最
近
で
は
、
日
常
生
活
の

中
で
そ
の
よ
う
な
言
葉
を
多

く
耳
に
し
ま
す
。
そ
れ
は
言

葉
の
軽
視
が
ど
ん
ど
ん
進
ん

で
い
る
事
実
を
意
味
し
て
い

ま
す
。
私
は
本
当
に
こ
の
ま

ま
で
い
い
の
か
と
時
折
感
じ

ま
す
。
悪
口
の
中
に
自
然
と

と
け
込
ん
で
し
ま
っ
た
、
キ

モ
い
、
ウ
ザ
い
等
の
個
性
を

否
定
す
る
言
葉
。
何
故
悪
口

を
言
う
の
か
。
苛
立
ち
と
怒

り
、
さ
ら
に
そ
れ
さ
え
を
通

り
越
し
た
虚
無
感
、
哀
し
み
、

そ
れ
を
感
じ
る
の
は
私
だ
け

な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
人
間
は
誰
し
も
美
点
と
欠

点
を
持
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
相
手
の
欠
点
を
見
つ
け

る
こ
と
だ
け
に
熱
心
に
な
っ

た
り
、
美
点
を
見
つ
け
よ
う

と
し
な
い
、
も
し
く
は
見
よ

う
と
し
な
い
人
が
多
い
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。
何
故
相
手

の
美
点
を
認
め
よ
う
と
せ
ず

否
定
す
る
の
か
、
そ
れ
は
相

手
を
知
ら
な
い
の
と
等
し
い

と
思
い
ま
す
。
悪
口
を
言
う

の
な
ら
、
ま
ず
相
手
を
知
っ

て
か
ら
で
な
い
と
的
確
な
こ
と

は
言
え
な
い
は
ず
で
す
。
悪
口
を

言
わ
れ
て
快
く
思
う
人
は
い
な

い
で
し
ょ
う
。
な
ら
、
何
故
自
分

は
言
う
の
か
。
そ
の
軽
い
気
持
ち

の
一
言
で
一
体
相
手
は
ど
れ
ほ

ど
傷
つ
く
の
か
、
考
え
た
こ
と
の

あ
る
人
は
何
人
い
る
で
し
ょ
う

か
。

　
人
は
言
葉
を
話
せ
ま
す
。
言
葉

に
は
安
易
に
使
っ
て
は
い
け
な

い
も
の
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て

い
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
悪
口

を
言
う
の
は
と
て
も
誉
め
ら
れ

た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
悪
口
を
筆
頭
と
し
た
い
じ
め

が
な
く
な
る
こ
と
は
今
後
な
い

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　
で
も
、
や
は
り
私
は
哀
し
い
。

傷
つ
け
傷
つ
け
ら
れ
る
の
を
見

て
い
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
の

は
嫌
な
の
で
す
。
心
の
傷
は
下
手

を
す
れ
ば
一
生
癒
え
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
言
葉

に
は
気
を
つ
け
な
く
て
は
い
け

な
い
と
思
い
ま
す
。
私
も
人
に
言

え
た
よ
う
な
立
場
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
も
傷
つ
く
人

が
い
る
と
い
う
の
を
忘
れ
ず
、
な

る
べ
く
悪
口
を
言
わ
ず
、
少
し
で

も
人
の
痛
み
を
分
か
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
ろ
う
と
思
い

ま
す
。

を
言
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
陰
口
は
陰
湿
な
行
為
で
す

が
、
す
れ
違
い
様
に
ボ
ソ
ッ
と
つ

ぶ
や
か
れ
た
り
、
廊
下
で
大
声
で

叫
ば
れ
た
り
す
る
よ
り
は
幾
分

マ
シ
な
気
が
し
ま
す
。

　
言
葉
と
は
、
と
て
も
軽
視
さ

れ
が
ち
で
す
が
、
私
は
本
当
は

ど
ん
な
も
の
よ
り
も
怖
く
痛
い

も
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
例

え
ば
「
消
え
ろ
」、
そ
の
一
言
で

言
わ
れ
た
側
の
存
在
を
否
定
し

て
し
ま
え
ま
す
。「
死
ね
」、
そ
の

一
言
で
相
手
を
殺
し
て
し
ま
え

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

伴
奏
は

▼

ソプラノリコーダー大木瑞季  アルトリコーダー古田菜那
テナーリコーダ宮本久益子 　バスリコーダー土井理紗子

伴 奏

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

　
　 

Ｍ
Ｉ
Ｄ
Ｉ

県音楽演奏会＆日高地方
小中学校音楽演奏大会と
上南部中文化祭に続いて
３回目の合唱です。みん
なで息を合わせて精いっ
ぱい歌い上げることがで
きました。
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梅
栽
培
の
問
題
点
に
、
化
学

肥
料
多
用
や
農
薬
散
布
に
よ
る

土
壌
や
川
な
ど
へ
の
影
響
、
剪

定
枝
の
焼
却
に
よ
る
二
酸
化
炭

素
の
排
出
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
大
半
が
焼
却
さ
れ
て
い
る

剪
定
枝
の
量
は
町
全
体
で
毎
年

約
５
１
８
０
㌧
も
出
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
私
た
ち
は
剪
定
枝
の

有
効
な
利
用
方
法
に
つ
い
て
研

究
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
三
つ

の
方
法
に
分
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
一
つ
目
は
、
堆
肥
に
し
て
畑

に
還
元
す
る
方
法
で
す
。
本
校

で
は
生
物
工
学
ク
ラ
ブ
が
中
心

に
な
っ
て
、
剪
定
枝
を
粉
砕
し
、

そ
れ
に
腐
葉
土
と
米
ぬ
か
、
水
を

混
ぜ
て
堆
肥
化
す
る
試
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
直
接

チ
ッ
パ
ー
に
か
け
自
然
に
分
解

さ
せ
る
方
法
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
二
つ
目
は
、
木
炭
に
し
て
土
壌

改
良
材
と
し
て
利
用
す
る
方
法

で
す
。
本
校
で
は
草
花
ク
ラ
ブ
が

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
と
し
て
、
剪

定
枝
や
梅
の
種
子
を
簡
易
炭
焼

き
機
で
炭
に
し
て
、
花
壇
苗
や
鉢

物
の
用
土
に
混
ぜ
る
研
究
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
三
つ
目
は
、
私
た
ち
果
樹
ク
ラ

ブ
が
取
り
組
ん
で
い
る
、
挿
し
木

苗
を
生
産
す
る
休
眠
挿
し
法
で

し
な
い
生
育
で
し
た
。
挿
し
木
苗

を
農
家
の
方
に
植
え
て
も
ら
っ

た
と
こ
ろ
、
生
育
は
順
調
で
今
後

の
成
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
方
法
は
特
別
な
設
備
も

い
ら
ず
、
農
家
の
方
に
も
簡
単
に

取
り
組
ん
で
も
ら
え
ま
す
の
で
、

今
後
は
挿
し
木
時
期
を
中
心
に

　「
農
業
な
ん
て
大
嫌
い
」、
家
が

農
家
で
な
い
私
に
と
っ
て
、
高

校
へ
入
っ
た
ば
か
り
の
こ
ろ
の

授
業
は
苦
痛
で
仕
方
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
で
も
、
白
菜
な
ど

野
菜
を
育
て
る
授
業
が
あ
り
、

い
つ
の
間
に
か
毎
日
様
子
を
見

に
行
き
、
進
ん
で
手
入
れ
を
し

て
い
る
私
が
い
ま
し
た
。
収
穫

し
た
白
菜
は
家
で
食
べ
る
と
と

て
も
お
い
し
く
感
じ
ま
し
た
。
そ

の
と
き
か
ら
作
る
人
や
食
べ
て

も
ら
う
人
の
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
産
地
を
偽
装
し
た
り
賞
味
期

限
切
れ
の
も
の
を
使
っ
た
り
と
、

作
っ
た
人
や
食
べ
る
人
の
気
持

ち
を
考
え
な
い
、
ひ
ど
い
事
件
を

原
慶
樹(

３
年)  

堀
口
拓
児(

２
年)

研
究
を
重
ね
発
根
率
を
高
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
農
業
を
取
り
巻
く

環
境
は
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
っ

て
い
く
で
し
ょ
う
が
、
私
た
ち
は

今
後
も
環
境
に
優
し
い
梅
栽
培

を
目
指
し
て
さ
ら
に
努
力
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

３
年

木
村
朋
美

に
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
で
も
、

作
業
中
の
他
愛
な
い
会
話
が
楽

し
く
、作
業
後
の「
あ
り
が
と
う
」

「
お
疲
れ
様
」
と
い
う
言
葉
が
と

て
も
う
れ
し
か
っ
た
の
で
す
。

同
時
に
少
し
で
も
役
に
立
て
た

と
い
う
実
感
が
わ
き
、
次
も
が

ん
ば
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な

り
ま
し
た
。

　
私
は
今
、
課
題
研
究
で
梅
の

新
品
種
に
つ
い
て
研
究
し
て
い

ま
す
。
こ
の
研
究
に
取
り
組
ん

で
い
る
充
足
感
で
毎
日
が
楽
し

い
で
す
。
こ
こ
ま
で
自
分
の
気

持
ち
が
変
わ
る
な
ん
て
想
像
も

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
最
近
は

む
し
ろ
、
農
業
は
や
り
甲
斐
の

あ
る
す
ば
ら
し
い
仕
事
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
日
本
の
食
料
自
給
率
は
40
％

を
切
り
ま
し
た
。
そ
の
原
因
の

一
つ
は
農
家
が
少
な
く
な
っ
て

き
た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
農

業
へ
の
悪
い
イ
メ
ー
ジ
の
た
め

に
農
家
へ
嫁
ぎ
た
が
ら
な
い
女

性
が
多
く
、
後
継
者
が
い
な
く

な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
私
は
、

一
人
で
も
多
く
の
人
に
農
業
の

魅
力
に
気
づ
い
て
も
ら
い
た
い
、

農
業
を
し
た
い
人
や
農
家
の
嫁

に
な
り
た
い
人
が
増
え
、
日
本

の
農
家
が
元
気
に
な
っ
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

テ
レ
ビ
で
見
た
と
き
、
と
て
も

腹
が
立
ち
ま
し
た
。
食
べ
る
側

の
人
の
こ
と
を
考
え
、「
食
べ

る
こ
と
は
幸
せ
な
こ
と
。
そ
の

幸
せ
は
笑
顔
を
つ
く
る
」、
農

業
に
対
し
て
の
私
の
考
え
方

は
随
分
変
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
と
き
、
誘
わ
れ
て
梅

拾
い
の
手
伝
い
を
し
ま
し
た
。

初
め
の
う
ち
意
外
と
楽
し
く

感
じ
ま
し
た
が
、
日
を
追
う
に

つ
れ
農
作
業
の
大
変
さ
な
ど

す
。
こ
れ
は
、
高
収
量
の
樹
の

剪
定
枝
を
薬
品
処
理
し
、
床
の

温
度
を
一
定
に
し
た
上
で
、
冠

水
し
た
鹿
沼
土
を
入
れ
た
ト

レ
ー
に
挿
し
、
育
苗
す
る
方
法

で
す
。
床
の
設
定
温
度
な
ど

様
々
な
ケ
ー
ス
を
比
較
調
査

し
た
結
果
、
床
温
を
20
℃
に
設

定
す
る
こ
と
で
発
根
率
が
50

％
以
上
確
保
で
き
ま
し
た
。
２

年
目
の
生
育
調
査
で
は
接
ぎ

木
苗
と
比
較
し
て
も
見
劣
り

発表した南部高校の皆さん
　(右から原さん・木村さん・堀口さん)
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高
城
診
療
所
医
師
の
大
嶋
仙

哉
さ
ん(

広
野)

が
、
２
月
18
日

(

水)

、
第
37
回
医
療
功
労
賞(

読
売

新
聞
社
主
催
、
厚
生
労
働
省
な
ど

後
援)

を
受
賞
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
賞
は
、
厳
し
い
環
境
の
な

か
で
活
動
を
続
け
、
顕
著
な
実
績

を
残
し
た
医
療
関
係
者
に
贈
ら

れ
る
も
の
で
、
今
回
は
全
国
で
82

人
が
選
ば
れ
ま
し
た(

県
内
の
受

賞
者
は
２
人)

。

　
大
嶋
さ
ん
は
、
平
成
４
年
に

父
・
馨
さ
ん
の
後
を
継
い
で
、
高

城
診
療
所
に
赴
任
し
ま
し
た
。
以

来
、
高
城
地
区
、
清
川
地
区
だ
け

で
な
く
、
印
南
町
上
洞
地
区
へ
の

往
診
に
も
応
じ
、
地
域
の
医
療
を

一
身
に
背
負
っ
て
き
ま
し
た
。

　
大
嶋
さ
ん
の
お
話
　「
私
は
中

学
校
ま
で
高
城
で
過
ご
し
、
地
域

医
療
に
尽
く
す
父
の
背
中
を
見

て
育
ち
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
診

療
所
に
と
お
話
を
い
た
だ
い
た

　
昨
年
12
月
18
日(

木)

、
１
０
１

歳
の
酒
井
善
松
さ
ん(

堺)

が
、

い
い
歯
で
い
き
い
き
百
歳
知
事

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、(

社)

県
歯
科
医
師
会
か

ら
は
特
別
優
秀
賞
、
日
高
歯
科
医

師
会
か
ら
は
最
優
秀
特
別
賞
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
酒
井
さ
ん
の
お
話
　「
歯
医
者

さ
ん
の
お
世
話
に
は
な
っ
て
い

ま
す
が
、
全
部
自
分
の
歯
で
、
１

本
も
抜
け
て
い
ま
せ
ん
。
小
さ
い

と
き
か
ら
い
り
こ(

じ
ゃ
こ)
を

い
っ
ぱ
い
食
べ
て
き
た
の
が
良

か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
食
事
は

時
間
は
か
か
り
ま
す
が
、
ゆ
っ
く

り
何
十
回
も
噛
ん
で
い
ま
す
。
お

か
げ
で
今
ま
で
大
き
な
病
気
に

か
か
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
」

　
１
月
13
日(

火)

、
堺
の
漁
業
、
矢

倉
哲
男
さ
ん
と
向
井
一
二
さ
ん

が
田
辺
海
上
保
安
部
か
ら
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
12
月
23
日(

火)

、
第
９
回

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
競
技

会
が
ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
、
小
学
生
か
ら
一
般
ま
で
32
人

が
壁
登
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
の
入
賞
者

は
次
の
通
り
で
す
。

●
小
学
生
低
学
年
の
部 

①
真
造

理
絵(

上
小
３
年)

、
②
岩
本
和

真(

同
３
年)

、
③
岩
本
大
輝(

同

１
年)

、
●
小
学
生
高
学
年
の
部

①
真
造
沙
也
香(

同
６
年)

、
②

岡
﨑
葵(

同
６
年)

、
③
小
倉
ゆ

か
り(

同
６
年)

、
●
中
学
生
以
上

一
般
の
部 

①
園
出
朝
美(

筋)

、

②
吉
本
進
冴(

御
坊
市)

、
③
西

村
毅(

清
川)

　
　
　
　〈
敬
称
略
〉

▲小学生低学年の部▲中学生以上一般の部

小学生高学年の部

▲

　
昨
年
12
月
16
日(

火)

夜
、
浅
瀬

に
乗
り
上
げ
て
航
行
不
能
に

な
っ
て
い
た
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー

ト
と
乗
員
を
、
田
辺
市
の
漁
業
、

合
川
元
倫
さ
ん
と
共
に
連
携
プ

レ
ー
で
救
助
し
た
こ
と
を
賞
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　
お
二
人
は
「
困
っ
て
い
る
人
を

見
過
ご
せ
な
か
っ
た
だ
け
。
海
を

職
場
と
し
て
い
る
者
と
し
て
、
当

然
の
こ
と
を
し
た
ま
で
」
と
話
し

て
い
ま
す
。

矢倉哲男さん向井一二さん

酒井善松さん

大嶋仙哉さん
(寮医を務めているときわ寮梅の里で)

と
き
も
抵
抗
な
く
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
子
ど
も
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
病
気
や

け
が
を
診
て
い
ま
す
が
、
問
題
が

あ
り
そ
う
な
患
者
さ
ん
は
な
る

べ
く
早
く
専
門
の
科
に
紹
介
し

て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
完

治
も
早
く
な
り
ま
す
か
ら
。
こ
れ

か
ら
も
地
域
の
皆
さ
ん
の
健
康

を
守
る
た
め
に
力
を
尽
く
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
災
害
時

に
備
え
救
護
活
動
に
つ
い
て
も

研
究
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
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　紀州梅の郷救助隊(尾﨑剛通隊長)が今年も、神戸市の阪神淡路大震災メモ
リアルイベント1 . 1 7 のつどいへボランティアスタッフとして参加しました。
隊として 3 回目となる今回は、隊員と梅ママ隊員に、町内の中学生8 人とネ
パールからの留学生アントバナ・ゲワリさんなども加わり総勢3 0 人でした。
　全員が、大勢の来場者に梅茶がゆや梅おにぎりを朝昼晩とふるまったり、
場内整備や、竹灯籠にろうそくの灯をともす作業を手伝ったりするなど大活
躍しました。また、中学生は梅干パックと梅林のパンフレットを来場者に
配ってみなべのＰＲをしました。
　なお、今回、隊の活動に協力してくれた団体などは次の皆さんです。　○紀州みなべ梅干生産者協
議会、○ＪＡみなべいなみ、○坂本漬物、○日高川町・松井清さん、○カトリック教会紀南ブロック、
○オリックスレンタカー、○御坊市・オリロク

▲「笹買うてよ～」、鹿島神社で

▲「福ひろてよ～」、須賀神社で

　1 月9 日(金)～11 日(日)、須
賀神社と鹿島神社で「えびす
祭り」がありました。
　今年は本えびすの10 日(土)
に雪が降るなど天候に恵ま
れませんでしたが、それでも

景気回復を願う大勢の
人でにぎわいました。

　1 月18 日(日)、「元気なまち 女性のパワー
で 築こう未来」をテーマに、第4 回みなべ
町婦人大会がふれ愛センターで開催され、婦
人会員約25 0 人が参加しました。

　大会では、住民環境課特別講座「一緒に考えよう私たちの
ごみ問題」(くわしくは7 ページ)の後、ひがし内科クリニッ
ク(東本庄)の東冬彦先生の講演「健康で長生き～くすりのク
スリ～」がありました。参加者は、東先生のユーモアあふれ
る健康のお話に、笑顔を浮かべながら聴き入っていました。

　昨年12 月 26 日(金)、梅農家でつくる紀州みなべ梅干生産
者協議会〔鈴木寛一会長(東岩代)〕が、国民宿舎 紀州路み
なべ、鶴の湯温泉、紀州南部ロイヤルホテルを訪れ、はち
みつ梅3 粒入りのパック合計2,850 個を寄贈しました。
　年末年始にみなべを訪れる宿泊客に梅干を渡してＰＲし
てもらおうと贈ったもので、協議会では「梅干のおいしさ
を知ってもらうきっかけになれば」と話しています。

▲ 紀州南部ロイヤルホテルへ梅干を贈る鈴木会長(右)

　昨年12 月23 日(火)、プロ野球阪神タイガースのＯＢ、
麦倉洋一さんと平塚克洋さんを講師に迎え、「阪神タイ
ガースＯＢジュニアベースボールスクール」が千里ケ
丘球場で開かれました。みなべ町少年野球連盟などが
招いたもので、町内の各少年野球チームから約130 人の
子どもたちが参加しました。子どもたちは目を輝かせ
ながら、麦倉さんと平塚さんからバッティングや投球
のフォーム、守備の基本動作の指導を受けていました。

　1 月2 0 日(火)、ふれ愛センターで、みなべ町食生活改善推進
協議会の会員さんを講師に、地域子育て支援センター・こひつ
じランドの育児講座「食育のお話」があり、1 2 組の親子が参
加しました。手作りおやつの良さを聞いた後、牛乳きなこクッ
キーとフルーツラッシー作りの開始です。お手伝いできる子
どもたちはお母さんと一緒に材料を丸めたり、混ぜたりしま
した。自分で作ったクッキーはおいしかったかな？

　昨年12 月14 日(日)、清川中学校でふれ愛文化祭が行
われ、地域の皆さんも大勢来場しました。生徒たちの
熱演に加え、清川保育園児の演技、炭琴クラブの皆さ
んの演奏やお母さん方の合唱などもあり、会場は大い
に沸きました。

　1 月16 日(金)、高城中学校で3 年生による総合発表会
があり、保護者も大勢来場しました。3 年生たちが発
表した学習のまとめは次の通りです。いずれも聴き応
えのある発表ばかりでした。　○みなべ町の活性化、
○和歌山県のプロ野球球団、○南高梅とそのＰＲ、○
みなべ町の漁業、○漁業と温暖化、○みなべ町の農業私たちが作った南高梅のＰＲビデオを見てください

▲

▲

会場が一番沸いた、生徒たちの熱演です

▼

背
後
の
１
・
17
は
ビ
ル
の
窓

に
点
灯
さ
れ
た
も
の
で
す

▲
つ
ど
い
の
広
場
に
浮
か
び
上
が
っ
た

１
・
17(

向
か
い
の
ビ
ル
か
ら)
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●警官の紋章(佐々木譲)●実さえ
花さえ(朝井まかて)●パリデキ
脱北少女の物語(黄皙暎)●死ん
だら何を書いてもいいわ(萩原
朔美)●バイオメトリクスのお
はなし(小松尚久ほか)●えっわた
しが裁判員？(愛知総合法律相談
所)●日本の財政 何が問題か
(湯本雅士)●いいかげんがいい
(鎌田實)●炊飯器で作るパンと
ケーキ(阿部剛子)

上南部分館・大人向け
●緊急地震速報(渡辺実)
●覚悟のすすめ(金本知憲)
●宇宙飛行士ピルクス物語上下
(ﾚﾑ)

　ピカソが好きになってスペ
インに住み、金色が気になっ
てアマゾンにでかけ・・・。国
境なんか関係ないアーティス
トの画集です。あとがきのひ
とことは、「悩みもがいて、で
も、心は踊っています」

ゆめよみ館・大人向け 上南部分館・子ども向け
●青い空(ﾁｬﾍﾟｯｸ)●パディント
ンの大切な家族(ﾎﾞﾝﾄﾞ)●日系
人の歴史を知ろう(高橋幸春)

　「孫は無性にかわいい」と言
われます。では、祖父母はど
のように孫に関わっていけば
よいのでしょうか？小児科医
で、子育てに関する著作も多
い著者が、孫育ての知恵と技
を紹介します。お母さんお父
さんにもお勧めします。

孫
を
め
ぐ
る
お
と
な
の
作
法

毛
利
子
来

  (

ジ
ャ
パ
ン
マ
シ
ニ
ス
ト
社)

ゆめよみ館・子ども向け
●ミミズ博士と生きている土
(谷本雄治)●睡眠がよくわかる
事典(神山潤)●あした選挙へ
行くまえに(池上彰)●鬼灯先
生がふたりいる！(富安陽子)●
ムーンレディの記憶(ｶﾆｸﾞｽﾞ
ﾊﾞｰｸﾞ)●北極熊ナヌーク(ﾌﾞﾗｲ
ｽﾞ)●てぶくろがいっぱい(ｽﾛ
ﾎﾞﾄｷﾝ)●あつまるアニマル(ﾜｲﾙ
ﾄﾞｽﾐｽ)●ドリトル先生アフリ
カへいく(茂田井武)

(生涯学習センター内)

ま
っ
白 

ジ
ミ
ー
大
西
画
集

ジ
ミ
ー
大
西(

集
英
社)

あ
り
の
フ
ェ
ル
ダ

Ｏ
・
セ
コ
ラ(

福
音
館
書
店)

 2日(月) 休館
 7日(土)  わくわくタイム(10:30～)、
　おはなし会(14:00 ～)
 8日(日)  清水眞砂子さん講演会　　
　　(14:00 ～・ふれ愛センター)
 9日(月) 休館
11 日(水) 休館(建国記念の日)
12日(木) ちいさいひとのためのお
　はなし会(10:30 ～)
14日(土) おはなし会(14:00～)
16日(月) 休館
21日(土) おはなし会(14:00 ～)
23日(月) 休館
26日(木) ちいさいひとのためのお
　はなし会(10:30 ～)
27 日(金) 休館(月末整理日)
28日(土) ビデオ上映会(10:30～)、
　おはなし会(14:00 ～)
3 月2日(月) 休館
3月7日(土)  わくわくタイム(10:30
　～)、おはなし会(14:00 ～)

　一年でいちばんさむいときですね。そんなと
きは、ちいさな春がとてもうれしい。春さがし、
して見ませんか？

　陽気で親切、働きもので
お調子もののありのフェル
ダと、キクイムシやかたつ
むり、バッタなどがひき起
こすゆかいなお話。15章に
分かれているので、毎晩ひ
とつ、読んであげると喜ば
れます。自分で読むなら３
年生くらいから。

　高齢者の転倒予防運動、スポーツの入門書や
上達法、元気がもらえるアスリートの物語など
スポーツに親しんでいただける本を紹介します。

　身近な風景、名所地の風景など思わず目
を引く作品ばかりです。お誘い合わせて見
に来てください。

　本と人を紡ぐ会代表、新井せい子さん(大阪府箕面
市在住)を講師に迎え、次の通りボランティア養成講
座「おはなし会のもち方とボランティアについて」を
開講します。お誘い合わせてご参加ください。
■とき　2月26 日(木)14:00 ～・2月27 日(金)10:30 ～
■ところ　ゆめよみ館 2 階会議室
■定員　30 人(先着順 ※2 回とも受講できる方優先)

　南高生が作った
選りすぐりの「ポッ
プ」( 本の魅力を紹
介する広告) ばかり
です。高校生ならで
はの目の付け所と、
あでやかで生き生
きとしたイラストで、思わず本も読んでみたくなり
ますよ。( 実際、地味な本がポップによってどんどん
借り出されるようになることがあるそうです)



字　名
堺

埴 田
片 町
新 町
北 道
南 道
芝

芝 崎
東吉田
気佐藤
新 庄
千鹿浦
山 内
東岩代
西岩代
谷 口
筋

徳 蔵
熊 岡
晩 稲
東本庄
西本庄
滝

熊瀬川
高 野
土 井
市井川
広 野
島之瀬
東神野川
木ノ川
軽井川
大 川
名之内

区　長　名
西 野 富 和
片 井 繁 雄
上 野 　 清
岩 崎 　 昭
田 口 義 男
坂 本 順 一
虫 野 巧 勝
池 田 美 久
青 木 竹 一
橋 本 殖 臣
井 出 秀 一
東 山 信 夫
森 下 　 崇
石 橋 幹 男
深 山 幸 久
鈴 木 秋 生
中 井 　 昭
武 田 衛 士
硲 佐一郎
梅 本 幸 夫
佐 々 木 一 彦
小 山 茂 樹
鐵 川 　 等
樫 本 富 男
下 浦 　 明
宮 本 　 崇
道 上 充 男
西 野 　 晃
津 本 憲 一
西 　 正 巳
森 　 美 喜 男
赤 松 宗 典
津 呂 純 二
池 田 　 均

世帯数
２４２
５３５
１９２
９１

２３７
１１８
１７５
３７２
２５０
６４
８８
５２

２０４
１６９
１２９
１００
１１９
７０
７０

２９８
２５５
２０７
１３０
４１
８３
３１
４７
２２
３８
４７
５９
７２
５０
５９
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平
成
21
年
の
各
区
の
区
長
さ

ん
が
左
表
の
よ
う
に
決
ま
り
ま

し
た(

世
帯
数
は
昨
年
12
月
末

現
在
の
住
民
基
本
台
帳
か
ら)

。

ま
た
、
町
は
各
区
長
さ
ん
を
自

治
振
興
委
員
と
し
て
委
嘱
し
、

(敬称略)

各
区
の
自
治
振
興
に
よ
り
一
層

の
協
力
を
依
頼
し
ま
し
た
。

　
新
区
長
さ
ん
方
に
は
１
年
間

区
内
の
お
世
話
を
は
じ
め
何
か

と
大
変
と
存
じ
ま
す
が
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
１
月
20
日(

火)

に
は
、
初
区
長

会
を
役
場
第
１
庁
舎
で
開
催
し
、

小
谷
町
長
が
行
政
の
現
状
と
課

題
を
、
各
課
長
が
課
の
仕
事
内

容
な
ど
を
説
明
し
、
行
政
へ
の

協
力
を
依
頼
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
区
長
会
長
と
副
会
長

の
選
任
も
行
わ
れ
、
会
長
に
木

ノ
川
区
長
の
森
美
喜
男
さ
ん
、

副
会
長
に
北
道
区
長
の
田
口
義

男
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
前
収
入
役 

花
光
均
さ
ん
が
、

任
期
満
了
に
よ
り
昨
年
12
月
31

日
付
で
退
職
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
町
の
収
入
役
職
は
廃

止
さ
れ
ま
し
た
。(

※
市
町
村
の

収
入
役
職
は
、
地
方
自
治
法
の

改
正
に
よ
り
平
成
19
年
３
月

31
日
付
で
廃
止
さ
れ
ま
し
た

が
、
同
日
に
在
職
し
て
い
た

収
入
役
は
特
例
措
置
に
よ
り

任
期
満
了
ま
で
在
職
が
認
め

ら
れ
て
い
ま
し
た)

　
町
の
会
計
事
務
を
つ
か
さ

ど
る
新
た
な
責
任
者
と
し
て
、

汐
崎
啓
治
会
計
課
長
が
１
月

１
日
付
で
、
会
計
管
理
者
兼

会
計
課
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

初区長会で一堂に集まった新区長さん



※
確
定
申
告
書
は
、
所
得
金
額

や
納
税
額
を
申
告
す
る
重
要
な

書
類
で
す
か
ら
、
自
己
責
任
の

も
と
ご
自
身
で
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。

(

所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
れ

ば
、
改
め
て
町
県
民
税
の
申
告

を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん)

　
な
お
、
個
人
事
業
者
の
消
費

税
の
申
告
は
３
月
31
日(

火)

ま

で
で
す
。
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申
告
の
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

町
は
、
２
月
16
日(

月)

〜
３
月
16

日(

月)

ま
で
、
こ
の
広
報
紙
と
一

緒
に
お
届
け
し
た
チ
ラ
シ
の
通

り
申
告
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

(

還
付
申
告
は
２
月
２
日(
月)
か

ら
受
付
し
ま
す)

　
農
業
、
漁
業
、
商
工
業
・
営
業

な
ど
の
方
、
源
泉
徴
収
を
し
て

い
な
い
事
業
所
に
勤
め
て
い
る

方
、
配
当
所
得
や
不
動
産
所
得
、

一
時
所
得
が
あ
っ
た
な
ど
の
方

は
忘
れ
ず
に
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。

　
２
月
24
日(

火)

に
税
理
士
に

よ
る
申
告
相
談
が
、
３
月
２
日

(

月)

・
３
日(

火)

・
４
日(

水)

・
６
日

(

金)

に
は
御
坊
税
務
署
員
に
よ

る
出
張
相
談
が
そ
れ
ぞ
れ
役
場

第
１
庁
舎
３
階
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
譲
渡
所
得(

土
地
な
ど
の
売

買)

、
ま
た
は
消
費
税
の
申
告
を

さ
れ
る
方
は
、
こ
の
出
張
相
談

日
に
来
て
い
た
だ
い
て
も
結
構

で
す
。

　
給
与
所
得
者
な
ど
で
、
給
与

所
得
の
ほ
か
に
家
賃
収
入
や
配

当
所
得
な
ど
が
あ
っ
た
、
ま
た
、

医
療
費
、
雑
損
、
住
宅
取
得
借

入
金
な
ど
の
控
除
を
受
け
よ
う

(

還
付
申
告)
と
す
る
方
も
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
平
日
に
休
み
が
取
れ

な
い
方
の
た
め
に
、
３
月
１
日

(

日)

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30

分
ま
で
、
役
場
第
１
庁
舎
で
申

告
を
受
け
付
け
ま
す
の
で
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
世
帯
主
と
国
民
健
康
保
険

(

国
保)

に
加
入
し
て
い
る
方

は
、
収
入
が
な
く
て
も
所
得
申

告
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

(

世
帯
主
は
、
国
保
加
入
者
で
あ

る
な
し
に
関
わ
ら
ず
、
原
則
と

し
て
国
保
税
の
納
税
義
務
者
と

な
り
ま
す)

　
申
告
を
し
な
い
と
、
未
申
告

扱
い
と
な
り
、
国
保
税
減
額
の

特
例(

均
等
割
額
と
平
等
割
額

の
７
割
・
５
割
・
２
割
軽
減)

を

受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
所
得
が
無
く
て
も
必

ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
告
を
さ
れ
る
方
は
、
４
月

15
日(

水)

ま
で
に
税
務
課
窓
口

住宅借入金等特別控除の対象に、省エネ
改修工事等(増改築等も含む)に要した費
用が追加されました

医療費控除の対象に、特定保健指導に係
る費用が追加されました

平成19 年3 月以前に取得した減価償却資
産の償却限度額の計算方法が変わります。

贈与税申告書の事前送付が取りやめにな
りました。

■

■

■

■

　
所
得
税
と
贈
与
税
の

納
税
も
３
月
16
日(

月)

ま
で
で
す
。
預
金
口
座

か
ら
の
振
替
納
税
を
利

用
し
て
い
た
だ
く
と
、

振
替
納
付
日
は
４
月
22

日(

水)

に
な
り
ま
す
。

　
消
費
税
の
納
税
は
３

月
31
日(

火)

ま
で
で
す
。

振
替
納
税
を
利
用
し
て

い
た
だ
く
と
、
振
替
納

付
日
は
４
月
27
日(

月)

に
な
り
ま
す
。

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。(

申
告
に

は
認
め
印
が
必
要
で
す)

■
児
童
手
当
や
児
童
扶
養
手
当

　
を
受
給
し
て
い
る
方
も
、
収

　
入
が
な
く
て
も
申
告
が
必
要

　
で
す
。

　
確
定
申
告
・
申
告
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
は
、
御
坊
税
務

署(

代
表
℡
０
７
３
８-

22-

０

６
９
５)

か
、
役
場
税
務
課
へ
。

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●募集学年　新１年生

●応募方法　教育学習課(℡74-3134）
　へ電話で申し込んでください。その
　際、児童名・学校名・保護者名・住
　所・電話番号をお聞きします。

　みなべガールスカウトが平成21 年
度の新入団員を次の通り募集します。

●体験学習会・保護者説明会
　　　　　　3 月7 日(土)
　　体験学習会・保護者説明会の後、
　　本申し込みをしていただきます。

●申込締切　2 月27 日(金)
　　　　　　　　（仮申し込みになります）

●募集人数　若干名 (応募多数の場合は抽
　　　　　　　　　　　　選させていただきます)



替
で
１
年
前
納
や
４
月
〜
９
月

分
の
６
か
月
前
納
を
希
望
さ
れ

る
場
合
、
２
月
27
日(

金)

ま
で
に

金
融
機
関
、
郵
便
局
、
社
会
保

険
事
務
所
の
い
ず
れ
か
へ
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。(

※
年
金
手

帳
や
納
付
書
な
ど
基
礎
年
金
番

号
の
分
か
る
も
の
と
通
帳
・
届

出
印
が
必
要
で
す)

　
く
わ
し
く
は
、
田
辺
社
会
保

険
事
務
所(

℡
24-

０
４
３
２)

か
住
民
環
境
課
国
民
年
金
係
へ
。

　
町
が
平
成
19
年
６
月
末
ま

で
、
は
あ
と
館(

社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー)

で
健
康
福
祉
課
窓
口
の

受
付
電
話
と
し
て
使
用
し
て
い

た
℡
72-

５
２
５
２
は
、
現
在
個

人
の
方
の
所
有
と
な
っ
て
お
り
、

役
場
の
所
有
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
今
も
役
場
と
間
違
え

て
か
け
て
く
る
人
が
多
い
と
の

こ
と
で
困
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

間
違
い
電
話
は
大
変
迷
惑
に
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
保
健
や
福
祉
な
ど
に
関
す
る

こ
と
は
保
健
福
祉
課 

℡
72-

２

５
４
４(

直
通
番
号)

へ
か
け
て

く
だ
さ
い
。

　
町
国
民
健
康
保
険
は
、
加
入

者
の
お
子
さ
ん
が
生
ま
れ
た
と

き
出
産
一
時
金
と
し
て
35
万
円

を
支
給
し
て
い
ま
す
。
今
年
１

月
１
日
か
ら
、
出
産
す
る
医
療

機
関
が
産
科
医
療
保
障
制
度
に

加
入
し
て
い
る
場
合
、
３
万
円
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（直通電話）

住民環境課
税 務 課
保健福祉課
産 業 課
会 計 課
共通ＦＡＸ
総 務 課
検 査 室
共通ＦＡＸ
議会事務局
Ｆ Ａ Ｘ
う め 課
建 設 課
共通ＦＡＸ
保健福祉課

72-2161
72-2162
72-2544
72-1337
72-2596
72-3893
72-2015
72-2142
72-1223
72-1334
72-1335
74-3276
74-3335
74-2367
74-3337

第１庁舎

第２庁舎

生涯学習
センター

１階

２階

１階

１階

１階

２階

浄化センター

３階

(第2 庁舎隣)

(第１庁舎隣)

72-3085
72-3605
72-4187
74-3134
74-3334
74-2418
74-2191
74-3621

(保健福祉
センター)

地域包括支援
セ ン タ ー

Ｆ Ａ Ｘ

Ｆ Ａ Ｘ
教育学習課
中央公民館
共通ＦＡＸ
教育学習課
Ｆ Ａ Ｘ

74-8065
72-1165

74-8013

高城公民館（高城支所）

清川公民館（清川支所）

南部公民館

南部公民館岩代分館
図書館（ゆめよみ館）

うめ振興館
うめ21研究センター
紀州備長炭振興館

デイサービス ふれ愛センター
デイサービス 特養梅の里
デイサービス ゆうゆう館
老人憩の家  二子の里
シルバー人材センター
高城診療所
ごみ焼却場
斎場
日高広域消防南部出張所
田辺広域休日急患診療所

℡ 75-2455
FAX 75-2802
℡ 76-2250
FAX 76-2109
℡ 72-1400
FAX 72-5804
℡ 72-2127
℡ 72-1410
FAX 84-2048
℡ 74-3444
℡ 74-2300
℡ 76-2258
℡ 72-5611
FAX 72-5610
℡ 74-3337
℡ 75-2618
℡ 72-5900
℡ 72-4455
℡ 72-1389
℡ 75-2005
℡ 72-3808
℡ 74-3150
℡ 74-3119
℡ 26-4909

(田辺市民総合センター敷地内)

上下水道課

はあと館(社会福祉センター)
　〔社会福祉協議会〕

(72-1165は24時間対応)

青少年センター
(生涯学習センター内) ℡ 74-3134

　
平
成
21
年
度
の
国
民
年
金
保

険
料
の
月
額
は
、
20
年
度
よ
り

２
５
０
円
引
き
上
げ
ら
れ
て
１

万
４
６
６
０
円
に
な
り
ま
す
。

　
保
険
料
を
ま
と
め
て
払
う
と

割
引
さ
れ
る
前
納
制
度
を
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。(

例
え
ば
、

１
年
分
前
納
し
た
場
合
17
万
２

８
０
０
円
に
な
り
毎
月
々
の
納

付
よ
り
３
１
２
０
円
お
得)

　
前
納
制
度
は
、
保
険
料
の
４

分
の
３
、
半
額
、
４
分
の
１
を

納
付
す
る
多
段
階
納
付
の
場
合

も
利
用
で
き
ま
す
。(

但
し
、
多

段
階
納
付
の
前
納
は
現
金
納
付

の
み)　　：役場への電話は、時間短縮の

ためにも、できるだけ用事のある
課の直通番号へかけてください。

　
口
座
振
替
の
場
合
、
当
月
分

保
険
料
を
当
月
末
に
振
り
替
え

す
る
口
座
振
替
早
収
割
引
制
度

を
利
用
す
る
と
、
１
か
月
あ
た

り
50
円
が
割
引
さ
れ
ま
す
。

　
初
め
て
利
用
さ
れ
る
場
合
、

初
回
の
み
前
月
分
と
当
月
分
が

一
緒
に
引
き
落
と
さ
れ
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
前
納
制
度
と
口
座
振
替
早
収

割
引
制
度
を
併
用
す
る
と
、
さ

ら
に
お
得
で
す
。
平
成
21
年
度

は
１
年
前
納
の
場
合
、
合
計
３

６
９
０
円
の
お
得
に
な
り
ま
す
。

　
平
成
21
年
度
か
ら
、
口
座
振

増
額
し
38
万
円
が
支
給
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　　
１
月
１
日
以
降
、
産
科
医
療

保
障
制
度
に
加
入
し
て
い
る
医

療
機
関
で
出
産
さ
れ
た
方
は
、

出
産
一
時
金
の
支
給
申
請
時
に
、

産
科
医
療
保
障
制
度
登
録
証
な

ど
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提

出
の
な
い
場
合
は
従
来
の
35
万

円
の
み
の
支
給
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
町
国
保
が
出
産
者
に

代
わ
っ
て
直
接
医
療
機
関
へ
支

払
う
出
産
育
児
一
時
金
受
取
代

理
制
度
に
つ
い
て
も
、
金
額
の

上
限
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

※
産
科
医
療
保
障
制
度

　
出
産
時
の
医
療
事
故
で
脳
性
マ

ヒ
と
な
っ
た
子
に
対
し
、医
師
に

過
失
が
な
く
て
も
補
償
金
を
支
払

う
制
度
。
医
療
機
関
が
加
入
し
、

分
娩
１
件
に
つ
き
３
万
円
の
保
険

料
を
負
担
し
ま
す
。
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町
が
平
成
21
年
度
に
発
注
す

る
建
設
工
事
、
測
量
、
建
設
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
業
務
、
ま
た

物
品
の
製
造
や
販
売
、
買
入
、
役

務
の
提
供
な
ど
の
入
札
に
参
加

を
希
望
さ
れ
る
町
内
業
者
は
、

次
の
要
領
で
申
請
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
提
出
し
て
い
た
だ
け
な
い
場

合
は
、
町
が
執
行
す
る
入
札
に

参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
但
し
、
建
設
工
事
に
つ
い
て
、

昨
年
提
出
し
て
い
た
だ
い
た
業

者
は
平
成
21
年
度
も
有
効
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
今
回
提
出

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

①
受
付
期
間
　
３
月
２
日
（
月
）

〜
３
月
31
日
（
火
）（
土
日
、
祝
日

を
除
く
）
※
受
付
時
間
は
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

（
正
午
〜
午
後
１
時
は
除
く
）

②
受
付
場
所
　
役
場
検
査
室

（
第
１
庁
舎
２
階
）

③
申
請
書
の
宛
名
　
み
な
べ
町

長
　
小
谷
芳
正

④
申
請
区
分 

(1)
建
設
工
事
、
(2)

測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等

業
務
、
(3)
物
品
製
造
等
（
物
品
の

販
売
、
施
設
の
管
理
業
務
、
ほ
か
）

⑤
申
請
資
格
　
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方
は
申
請
資
格
が

あ
り
ま
せ
ん
。

◎
申
請
時
に
諸
税
を
滞
納
し
て

い
る
者
、
◎
測
量
・
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
等
業
務
に
あ
っ
て

は
、
営
業
に
関
し
法
律
上
必
要

と
さ
れ
る
登
録
を
受
け
て
い
な

い
者
、
◎
営
業
に
関
し
て
、
当

該
許
可
、
認
可
な
ど
を
得
て
い

な
い
者
、
ほ
か

⑥
提
出
書
類
　
国
の
統
一
様
式

に
準
じ
、
サ
イ
ズ
は
Ａ
４
と
し
、

Ａ
４
版
フ
ラ
ッ
ト
フ
ァ
イ
ル
に

綴
じ
て
く
だ
さ
い
。
フ
ァ
イ
ル

の
色
は
次
の
通
り
で
す
。

(1)
建
設
工
事
↓
青
色
、
(2)
測
量
・
建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
業
務
↓
緑

色
、
(3)
物
品
製
造
等
↓
桃
色

　
提
出
時
の
添
付
書
類
（
納
税

証
明
書
な
ど
）
に
つ
い
て
は
検

査
室
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
提
出
書
類
に
不
備
が
あ
る

場
合
、
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

⑦
有
効
期
間
　
(1)
建
設
工
事
↓

平
成
21
年
度
の
み
、
(2)
測
量
・
建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
業
務
↓

平
成
21
・
22
年
度
、
(3)
物
品
製
造

等
↓
平
成
21
・
22
年
度

　
百
年
後
の
す
ば
ら
し
い
森
を

目
指
し
て
、
み
な
べ
百
年
の
森

づ
く
り
〜
第
４
回
植
樹
祭
〜
を

次
の
通
り
開
催
し
ま
す
。

●
と
き 

２
月
28
日
（
土
）

昼
１

時
〜
、
●
と
こ
ろ 

東
神
野
川
地

区
内 

三
里
ヶ
峰(

現
地
集
合)

　
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
う

ば
め
が
し
な
ど
森
の
苗
木
を
植

樹
し
て
く
だ
さ
い
。
お
い
し
い

焼
き
芋
、
目
刺
し
も
あ
り
ま
す

よ
！

　
く
わ
し
く
は
産
業
課
へ
。

　
南
部
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が

和
歌
山
県
出
身
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
ド
ク
タ
ー
、
デ
ュ
ー
ク
更
家

さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
講
演
会

「
デ
ュ
ー
ク
の
新
春
ウ
ォ
ー
ク
・

楽
し
く
歩
い
て
幸
せ
に
！
」
を

次
の
通
り
開
催
し
ま
す
。（
入
場

無
料
・
入
場
整
理
券
必
要
）

　
皆
さ
ん
、
チ
ャ
ン
ス
！
で
す
。

ぜ
ひ
参
加
し
て
、
楽
し
く
、
正

し
く
歩
い
て
健
康
に
、
幸
せ
に

な
る
方
法
を
学
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
と
き 

２
月
８
日(

日)

昼
12
時

40
分
〜
、
●
と
こ
ろ 

南
部
小
学

校
体
育
館

　（
社
）
県
観
光
連
盟
が
、
平
成

21
年
度
県
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

ス
タ
ッ
フ
「
き
の
く
に
フ
レ
ン

ズ
」
を
２
月
末
ま
で
募
集
中
で

す
。

　
資
格
は
、
県
内
在
住
、
出
身

の
18
歳
以
上
、
協
調
性
に
富
み

明
朗
、
健
康
な
方
で
、
年
間
30

日
〜
50
日
程
度
の
Ｐ
Ｒ
業
務
に

従
事
で
き
る
方
で
す
。
わ
が
故

郷
、
和
歌
山
の
魅
力
を
広
く
Ｐ

Ｒ
し
た
い
と
い
う
熱
意
あ
ふ
れ

る
方
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
と
の
こ
と
で
す
。

　
問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み
は
、

同
連
盟
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ス
タ
ッ

フ
係
（
℡
０
７
３-

４
２
２-

４

６
３
１
）
へ
。

　
長
い
伝
統
と
わ
が
国
最
大
規

模
を
誇
る
特
別
展
「
第
40
回
日

展
（
大
阪
展
）」
が
次
の
通
り
開

催
さ
れ
ま
す
。
今
回
も
田
中
紀

子
さ
ん
（
東
吉
田
）
の
作
品
、
タ

ペ
ス
ト
リ
ー
が
出
展
さ
れ
ま
す
。

　
お
誘
い
合
わ
せ
て
お
で
か
け

く
だ
さ
い
。

●
と
き 

２
月
21
日(

土)

〜
３
月

22
日(

日)

（
月
曜
日
は
休
館
）

●
と
こ
ろ 

大
阪
市
立
美
術
館

（
℡
０
６-

６
７
７
１-

４
８
７

４
、
天
王
寺
公
園
内
）

　
く
わ
し
く
は
、
大
阪
市
立
美

術
館
へ
。
Ｈ
Ｐ
は
、http://www.

city.osaka.jp/museum-art/
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 (場所 ふれ愛センター)
健診名(対象乳幼児) 実  施  日 受 付 時 間

　～ふれ愛センター～
2月5日(木)・19日(木) 13:30～15:00

(社会福祉センター)
2月6日(金)・13 日(金)・20 日(金)・27 日(金)

18:00～21:00

13:00～13:30２月６日 (金)

１ 歳 ６ か 月 児 健 診
(H19年6月・7月生まれ)

13:00～13:30２月18 日(水)

４ か 月 児 健 診
(Ｈ20年10月生まれ)

　　恐れ入りますが
　献血の際、献血カードか、本人であることを証明でき
　るもの(運転免許証など)をご持参ください。

役場第１庁舎で

9:30～12:00/13:30～16:00

対象のお子さんには案内状(問診票同封)を送っています。

 (場所 ふれ愛センター)
予 防 接 種 名 実  施  日 受 付 時 間

〔７歳半までで未接種のお子さんも接種します。希望する
お子さんは接種してください〕

２月19日(木) 13:00～13:20三 種 混 合(Ⅰ期初回)

対象　Ｈ20年6月・7月・8月生まれのお子さん

南部保育所(℡72-4520)
上南部保育所(℡74-3022)
高城保育所(℡75-2044)
清川保育所(℡76-2251)

３日(火)10:00～11:00
３日(火)10:00～11:00
３日(火)10:00～11:00
　お　休　み

高城保・ひなまつり
上南部保・外で自由遊び
清川保・外で自由遊び
南部保・外で自由遊び

３日(火)10:00～11:00
５日(木)10:00～11:00
５日(木)10:00～11:00
12日(木)10:00～11:00

　地域包括支援センターには現在、２つの電話番号
℡74-8065と24時間対応の℡72-1165 があります
が、事務等の見直しにより、４月から℡72-1165 を
廃止し、℡74-8065 で24 時間対応します。

　2 月1 日(日)～ 2 月 7 日(土)の 1 週間は、「生活
習慣病予防週間」です。
　生活習慣病は、ご存じの方が多いと思いますが、
以前は成人病(がん・脳卒中・心臓病・糖尿病・高血
圧等) と言われていたもので、偏った食生活、運動
不足、休養不足、喫煙、飲酒過多など日常の生活習
慣の積み重ねが原因となり発症する疾患です。他に
も、ストレスなども影響すると言われています。
　メタボリックシンドローム( 内臓脂肪症候群) が、
生活習慣病の共通要因になっていることが多く、そ
れらを発見・予防するため今年度から特定検診・特
定保健指導が開始されました。
　今年の予防週間のスローガンは、「自分流 楽しく
続ける 健康づくり」。
　○バランスのとれた食生活、○定期的な運動週
間、○十分な休養・気分転換、○定期的な健康診査
受診と、生活習慣を見直し改善して、楽しくいきい
きとした毎日を送り、健康寿命を延ばしましょう！

　昨年、ミニドックや胸部レントゲン検診を受診し
て「精密検査が必要」と言われたのに、まだ検査に
行っていないという方はいらっしゃいませんか。
　それでは検診を受けた意味がありません。早く医
療機関へ行って検査を受けることをおすすめします。
　なお、精密検査を受けずに、来年度のミニドック
で検査を受けることは避けてください。

対象　大切な人を自死(自殺)で失った方(家族・知人・
　　　友人)に限ります。
日時　2月21日(土)13:30～15:30

場所　和歌山市手平、和歌山ビッグ愛

問合・申込は、県精神保健福祉センター(℡073-435-
　　　5194、FAX073-435-5193)へ。

講師　社会保険紀南病院・山崎幹雄 産婦人科医師

日時　2月23日(月)14:30～16:00

場所　田辺市朝日ヶ丘、西牟婁振興局

問合・申込は、田辺保健所保健福祉課 子ども家庭グ
　　　ループ(℡22-1200、内線672)へ。



2021

■■■■■
●12日(木)13:30～15:30
●役場第1 庁舎で
◆人権相談(人権擁護委員)
◆行政相談〔国・県・町などへ
　の苦情や要望〕(行政相談員)
■■■■■ 　
●連絡は教育学習課( ℡ 7 4 -
2191)へ
■■■■■ ( 保健師)
●毎週金曜日9:00～12:00
●ふれ愛センターで
■■■■■
●毎週月～金曜日9:00～16:00
●片町 はあと館で

◆ 26 日(木)13:30～15:30、南
　部公民館(片町)で
　相談員が求人情報を提供、
また求職の相談を受けます。
くわしくは、日高振興局産業
総務課(℡0738-24-2946)へ。

　民生児童委員さんは生活苦、
家族の介護、いじめなど親身
に相談にのってくれます。ま
た行政との橋渡しをしてくれ
ます。特に子どもにかかわる
問題については、地域担当の
民生児童委員さんと一体に
なって活動する主任児童委員
さんもいます。
　近くの民生児童委員さんの
お名前やくわしいことは、保
健福祉課(℡72-2544)へ。

◆休日年金相談窓口開設→
　 毎週土・日(9:30～16:00)
　　ねんきん特別便について
　　のみ相談を受けます。
◆平日は19:00まで年金相談窓
　口受付時間延長
 くわしくは、同事務所(田辺
市朝日ヶ丘 ℡24-0435)へ。

 月～金曜日 午前8:30～午後5:15
  (月曜日は午後7:00まで・祝日は休み)
 第２土曜日 午前9:30～午後4:00

(ＩＰ電話・ＰＨＳからは℡ 03-6700-1165 へ)

■清川保、避難訓練
■こひつじランド星の子広場(1
～5 歳)(10:00 ～･ふれ愛セン
ター)
■高城保、来年度新入園児入所
説明会
■南部小、なわとび大会
■上南部小、梅林写生
■南部中3年、3者面談(～20日・
27日)

■高城保、梅林遠足
■こひつじランド星の子広場(0
～1 歳)(10:00 ～･ふれ愛セン
ター)
■南部保、来年度新入園児説明
会(13:00～)
■南部幼、生活発表会(年中・年少)
■１歳６か月児健診(H19年6月・
7月生まれ)(13:00～･ふれ愛セ
ンター)
■岩代小、カップ梅販売・授業
参観・学級懇談会
■上南部中3年、3者面談(～20日)

■南部保、梅林遠足
■こひつじランド育児講座・親
子クッキング(10:00～・ふれ愛
センター)
■人権・行政相談(13:30～・役
場第1庁舎)
■県開設 こうのとり相談(15:30
～17:30・田辺保健所)

■ひかり保、英霊法要(園児発表)
■南部幼、生活発表会(年長)
■梅の里小学生バレーボール大
会(～22日)
■岩代大梅林、音楽祭(11:30～)
■南部梅林、梅の種とばし大会
(13:00～)・もちまき(15:00)

■上南部保、避難訓練(火災想定)
■愛之園保、サークル「おはなし
おはなし」の読み聞かせ会

(20:00～・上南部小
天文台)(～26日)
　ルーリン彗星ほか冬の星を観
察します。申し込み不要です。暖
かい服装でおいでください。(問
合：教育学習課℡74-3134)

■南部保、避難訓練(火災想定)
■高城保、避難訓練(火災想定)
■ひかり保、マラソン大会
■こひつじランドつどいのひろば・
ひまわり(10:00～・愛之園保)
■岩代小、梅学習(おにぎり作り)
■上南部小、授業参観

■愛之園保、避難訓練
■三種混合(Ⅰ期初回)予防接種
(H20年7月～9月生まれのお子さ
ん)(13:00～･ふれ愛センター)
■とっておきの会(13:30～・ふ
れ愛センター)
■高城中3年面談

■南部梅林、お茶席(10:30～)・
お楽しみクイズ大会(13:30～)・
もちまき(15:00)
■岩代大梅林、よさこい(ﾌﾟﾗﾘ
ｽﾞﾑ他)(12:00～)・北道王子太
鼓(13:00～)・もちまき(14:00)
■第8回県市町村対抗ジュニア
駅伝競走大会(和歌山市)
■田辺運転免許センター・日曜
講習日(受講には予約が必要で
す・℡25-2378)

■上南部保、音楽発表会
■愛之園保、eco孫爺１年間あり
がとうお食事会
■清川小、お別れ遠足
■ゆめよみ館・おはなしボラン
ティア養成講座(～27日)
■県による巡回職業相談(13:30
～･南部公民館)

無 料
秘密厳守( )

■ (9:30～12:00/13:30～16:
00 役場第1庁舎前)
■上南部保、梅林へ園外保育
■清川保、梅林遠足
■こひつじランドつどいのひろ
ば・ちくちく(10:00～・愛之園保)
■南部小、研究発表会
■清川中、遠足

■南部小、来年度新入児体験
入学
■上南部小、来年度新入児体
験入学
■県開設 こうのとり相談(14:
30～16:30・田辺保健所)(不妊
に悩んでいる方の相談を専門
医師がお受けします。毎月2回
開催。事前予約必要。予約＆問
合は田辺保健所 ℡22-1200 内線
672へ)

■愛之園保、来年度新入園児入
所説明会
■

(13:
00 ～・生涯学習センター)(対
象：小3～6年生)(問合：教育学
習課℡74-3134)
■岩代大梅林、炭琴・大正琴(11:
30～)・梅の種とばし大会(13:00
～)・もちなげ(14:00)
■南部梅林、よさこい(ﾌﾟﾗﾘｽﾞﾑ)
(13:00～)・もちまき(14:30)

■南郷図工美術作品展(～3月1
日・生涯学習センター)
■南部ライオンズクラブ水辺のク
リーン大作戦(中学生など参加)
■岩代大梅林、獅子舞(11:30
～)、ひかり保育園児のよさこ
い鳴子踊り(12:00～)

◆冬の省エネキャンペーン(12月1日～3
月31日)
◆はたちの献血キャンペーン(1月1日～2
月28日)
◆めざましごはんキャンペーン(1月1日
～3月31日)

■町県民税の申告・所得税の
確定申告受付開始(～3月16日)
■上南部保、人形劇観劇
■高城保・清川保、人形劇観劇

■こひつじランドつどいのひろ
ば・きらきら(10:00～・愛之園
保)
■岩代小、なわとび集会
■清川小5年、喫煙防止教育

■南部梅林、梅供養(10:00～)・
梅料理キャンペーン(展示・試
食)・梅茶サービス(11:00～)・も
ちまき(14:30)

■こひつじランド星の子広場(0
～1歳)(10:00～･愛之園保)／マ
タニティ＊サロン(13:30～･愛
之園保)

■こひつじランドつどいのひろ
ば・はいはい＆よちよち(10:00
～・ふれ愛センター)
■清川中2年、なかよし作業所へ

■清川保、来年度新入園児１日
入園
■白梅幼、来年度新入園児入所
説明会
■とっておきの会(13:30～・ふ
れ愛センター)

■４か月児健診(H20年10月生ま
れ)(13:00～･ふれ愛センター)
■上南部小1～3年、校内音楽会
■清川小5年、元気な森の子事後
学習
■上南部中3年、遠足

■梅の里中学生バレーボール大会
■南部梅林、観梅くじ(13:00～)
■岩代大梅林、梅茶サービス
(9:00～)

■おひさま広場(保育所開放)、
節分まつり(10:00～/南部保・上
南部保・高城保)
■清川保、節分(豆まき)
■ひかり保、節分(豆まき)
■愛之園保、節分(豆まき)
■南部幼、節分(鬼と遊ぼう)
■こひつじランド星の子広場(1
～5歳)(10:00～･役場第１庁舎)
■岩代小6年、なかよし作業所見学
■上南部小6年、音楽研究授業
■清川小、134周年開校記念日・
開校記念なわとび大会
■明日の南高を語る会(15:00～)

　町県民税(普通徴収4期)/国
民健康保険税(普通徴収7期)/介護保
険料(普通徴収7期)/後期高齢者医療
保険料(普通徴収7期)
水道料金(11・12月分)・公共下水道使
用料(11・12月分)・農業集落排水使用
料(12・1月分)の各窓口納付

■南部梅林、ビンゴゲーム大会
(13:00～)・もちまき(14:30)
■岩代大梅林、獅子舞(11:30～)・
ダブルダッチ体験(12:30～)
■高城小、日曜授業参観(13:00～)
■南部ライオンズクラブ主催
「デュークの新春ウオーク(13:00
～・南部小体育館)
■『ゲド戦記』翻訳者・清水眞
砂子さんの講演「人間関係という
ふしぎ-大人が読みたい子どもの本-」
(14:00～･ふれ愛センター)

■南部幼、片町へ観梅
■南部梅林、上南部中2年生に
よる紀州梅林太鼓演奏(11:00
～・13:00～)
■岩代大梅林、ストラックアウ
トゲーム(12:00～)
■
(13:30～・生涯学習センター)
(問合：教育学習課℡74-3134)

■おひさま広場(保育所開放)、
外で自由遊び(10:00～/上南部
保・清川保)
■とっておきの会(13:30～・ふ
れ愛センター)

■給与所得者などの還付申告
受付開始(御坊税務署、または
役場税務課で)
■南部幼、避難訓練(地震)
■岩代小、節分集会
■清川小6年、元気な森の子事
後学習

■南部保、ひなまつり会
■愛之園保、ひなまつり
■おひさま広場(保育所開放)、
ひなまつり(10:00～/高城保)
■こひつじランド星の子広場(1
～5 歳)(10:00 ～･ふれ愛セン
ター)

　国民健康保険税(普通
徴収8期)/介護保険料(普通徴
収8期)/後期高齢者医療保険
料(普通徴収8期)

◆緑の募金(1月15日～5月31日)
◆北方領土返還運動全国強調月間
◆省エネルギー月間
◆平成20年分の所得税確定申告(2月16日
～3月16日)
◆生活習慣病予防週間(2月1日～7日)

◆世界湿地の日 ◆北方領土の日

◆製品安全点検日

◆旅券の日

■こひつじランド星の子広場(0
～1 歳)(10:00 ～･ふれ愛セン
ター)

■南部中1・2年、保護者面談
(～13日)

■ガールスカウト体験学習会・
保護者説明会
■青少年育成町民会議 上南部支
部主催・手品ショー(生涯学習セ
ンター)

　平日、忙しい方、ぜひご利用
　ください
　(9:00～15:30・役場第1庁舎)

ところ (現地集合)
時間　 (予定)

問合：役場産業課(℡72-1337)

■岩代大梅林、大梅林祭(もち
つき・獅子舞・銭太鼓他)(11:00
～)
■南部梅林、北道王子太鼓(13:
00～)・もちまき(14:30)

■岩代大梅林、ダブルダッチ体
験(11:00～)・もちまき(14:30)

■南部高校、卒業式(9:00～)

■南部梅林、梅の花プレゼント
(15:00～)

＊毎日、＊毎日、＊毎日、＊毎日、＊毎日、夜夜夜夜夜77777 時～時～時～時～時～1111111111時＊時＊時＊時＊時＊

※ダイヤル回線・ＩＰ電話などの方は

携 帯 電 話
プッシュ回線

各梅林のイベントは、開花
状況や天候によって変更さ
れる場合があります。

２月は

防御は、マスク・手洗い・うがいで。
もし罹ってしまったら、十分休養を
とって体を休めましょう。
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みなべ町のホームページ
 http://www.town.minabe.lg.jp/ 広報みなべは再生紙を使用しています。

同・携帯電話用サイトのアドレス＆ＱＲコード
  http://www.town.minabe.lg.jp/i/i.html

了承をいただいた方だけ
を掲載しています( )

住 所 な　ま　え パパ・ママ誕生日

12月末現在(前月比)
男
女
人口
世帯数

12月中の異動
出生
死亡
転入
転出

(－ 5人）
(－13人）
(－18人）
(－ 6世帯）

  6,930人
  7,552人
 14,482人
4,716世帯

10人
14人
15人
29人

西 岩 代
東 岩 代
受 領
共 和 東
本 郷
共 和 西
西 本 庄
晩稲熊岡

112/129(86.8%)
144/181(79.6%)
35/ 37(94.6%)
215/260(82.7%)
108/129(83.7%)
41/ 77(53.2%)
205/264(77.6%)
157/364(43.1%)

(前月比±0)
(前月比±0)
(前月比±0)
(前月比＋1)
(前月比±0)
(前月比±0)
(前月比＋2)
(前月比＋4)

公共下水 948/約1,800(52.7%)(前月比＋9)

農

業

集

落

排

水

(件)(12月31日現在)

　2 月15 日(日)、第8 回市町村対抗ジュニア駅伝競走
大会が和歌山市で開催されます。それに向けて、た
だ今、町内から選抜された小中学生がボランティア
のコーチ陣の指導のもと一生懸命練習しています。
どうぞ応援をお願いします。
　大会へ参加するみなべ町選手団は次の皆さんです。
■団長 尾田真次(東本庄)　
■監督 山本昇(西本庄)
■コーチ 鈴木忍(埴田)、小川勇夫(御坊市)、西宏美
　(日高川町)、東司(堺)、中早大輔(西岩代)
■選手
▽小学生男子＝森坂侑右(岩小6 年)、井口滝登(上
小6 年)、仁木亮介(清小6 年)、原晴希(同5 年)
▽小学生女子＝桂有希(南小 6 年)、梶本莉代(同 6
年)、小山千晴(上小6 年)、樫山早歩(同6 年)
▽中学生男子＝沖見直哉(南中3 年)、髙田大介(同
2 年)、矢倉一志(同2 年)、谷口有輝(同1 年)、中嶋
大(上中2 年)
▽中学生女子＝沖見祐紀(南中2 年)、山本怜菜(同
2 年)、楠本みずき(同1 年)、久保実沙(上中1 年)、
小山夏生(同 1 年)　　　　　　　　　　　

ジュニア駅伝大会選手に選抜された皆さん

　1 月18 日(日)、第45 回日高地方駅伝競走大会(9 区
間21 キロ)が日高川町で開催され、7 市町のチームが
参加しました。いずれも小学生 6 人と成人 3 人がタ
スキをリレーし、みなべチームは1 時間15 分54 秒で
4 位でした。(優勝は1 時間13 分15 秒の御坊市)
　選手は次の皆さんです。　　1 区 小山千晴～2 区
森坂侑右～3 区(成人)芦硲智弘(南道)～4 区 桂有希
～5 区 井口滝登～6 区(成人)東司～7 区 樫山早歩
～8 区 仁木亮介～9 区(成人)中早大輔　〈敬称略〉

編集後記　年があけ、また新しい日々が始ま
りました。実は、「広報みなべ」が県広報コン
クールで、企画も文章も写真も何もかも平均
点以下と酷評されました。さすがにがっくり
と落ち込みました。一生懸命作っているんだ
けれど。長年の慣れの弊害が出てきたのかな
あ…。読んでくださっている町民の皆さんに
申し訳ないし、気を取り直してがんばらなく
ちゃ、と思います。(し)
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